
第１6回 JCHO若狭高浜病院地域協議会 議事概要 

 

 

【日  時】 令和 6年 9月 26日 （木） 

 

【場  所】 若狭高浜病院 2階会議室 

 

【参加者】 山下 泰央   (高浜町保健福祉課長) 

小原 嘉隆   (若狭消防組合高浜分署長) 

井階 友貴   （小浜市医師会） 

河島 浩彦   （高浜町議会議員） 

廣瀬 とし子 （高浜町議会議員） 

横田 行雄   （たかはま地域医療サポーターの会） 

四方 啓裕   （福井県嶺南振興局若狭健康福祉センター 医幹） 

秋野 裕信   （若狭高浜病院院長） 

治面地 義和 （事務長） 

猪子 弘美   （看護部長） 

中川 雅光   （事務長補佐【医事】） 

吉田 健一   （事務長補佐【経理】） 

堀   喜彦   （事務局） 

 

【議題・概要】 

 

１．若狭高浜病院の現状報告 

 

当院の現状報告として、西原副施設長より、以下の項目を中心に資料を基に説明した。 

① 収益状況について 

② 外来・通所リハの患者(利用者)数について 

③ 紹介状況 

④ 救急医療確保状況 

⑤ 病児・病後児利用状況 

⑥ 地域貢献活動状況 

⑦ 地域貢献活動状況  



 

２．JCHO第 1・2期中期目標結果と第 3期中期目標および進捗状況について  

 

JCHO 第 1・2 期中期目標結果と第 3 期中期目標および進捗状況について、治面地事務長より、以下

の項目を中心に資料を基に説明した。 

① 独立行政法人とは 

② JCHO第 1・2期中期目標の評価結果 

③ JCHO第 3期中期目標と当院進捗状況 

 

３．人材確保・育成の取り組みについて 

 

当院での人材確保・育成の取り組みについて、猪子看護部長より、以下の項目を中心に資料を基に 

説明した。 

① 敦賀市立看護大学での医療説明会・高校生を対象としたオープンキャンパスへの参加 

② 福井県看護協会 看護学生のインターンシップ受け入れ 

③ 新任副看護師長に対する看護教育研修 

④ 研修「おつまみ」について 

⑤ 福井県看護総合情報ポータルサイト「ふくい看護ナビ」 

 

４．おれんじリングの紹介 

 

  当院で毎月開催されているおれんじリングについて、猪子看護部長より、資料を基に説明した。 

① おれんじリングとは 

② 参加状況の推移 

 

委員からのご意見・ご質問 

委員)EPA の看護師について、なぜ療養介助員として働いていたのでしょうか。また、准看護師から看護師

という段階ではなく、最初から看護師の免許取得を目指していたのでしょうか。 

病院)あくまで国家資格を取るのが目標であったため、准看護師の試験を受けることは考えていませんでし

た。また当初に療養介助員として働いていたのは当院の療養介助員が人手不足だったためです。現在 EPA

の看護師２名は１人立ちして夜勤が出来ることを目標にしております。 

 

委員)高浜町と病院の連携の業務である在宅見取り業務についてごく１部の人のために年間９００万～１００

０万円を払っているのはどうなのかという意見があります。自宅で、家族が最後を看取りたいという人のた



めの業務ですが、１部からは存続するべきなのかという意見もあり議員間でも討論になっています。 

委員)高浜町としては続けていきたいと考えています。今後も看取りが増えていく見込みもあります。 

ただ、この業務には問題点もあり、対象者が和田診療所に登録している人だけという制度や現状の 365 日

２４時間体制は変えていくべきではないかと思います。 

委員)医者の待機はかなりタイトなスケジュールで回している現状で現状の 365 日２４時間体制は具体的な

案がなければ改善することは難しいかもしれません。 

 

委員)中期目標は本部から来ているものでしょうか。 

病院)本部から来ているものを病院で展開しています。 

委員)中期目標では救急の受け入れを増やすとなっていますが、難しいのではないでしょうか。 

    本部は各地の現場の状況を理解していないと思います。 

病院)若狭地区では救急の数は減っていくと思われるので達成が難しいと思います。当院にはあてはまりま

せんが、全国的に見れば受け入れを断る病院もあるためそういった病院に向けた目標になっていま

す。 

 

委員)質問が 3 点あります。１つ目は４階の療養病棟について利用改善の取り組みは行われているのでしょ

うか。２つ目は外科が今後どうなるのかについてです。三浦先生もご高齢のため人材確保等は進んで

いるのでしょうか。そして３つ目ですが外来において会計機を使用する際に診察券が必須になること

を周知してほしいという利用者の声がありました。また、受付機が故障している、受付の対応が悪い

との声もありましたので対応していただけるのでしょうか。 

病院)ご質問ありがとうございます。まず１点目ですが、現状療養病棟に適している患者が少ないため利用率

が低いですが、受け入れの紹介等を増やす計画をしています。２点目に関してですが、当院は皮膚疾

患には対応しているものの本格的な外科診療からは撤退しています。しかし総合診療の先生方がい

るため他院へ紹介するか、受け入れかという適切な対応は出来ていると考えます。 

病院)３点目についてですが、電子カルテの導入が上手くいっていないことで皆様にはご迷惑をおかけして

おります。会計機に関しては新しい医事会計システムにより診察券が必要になる運用ですが、システ

ム的には以前と同じようにバーコードのみで会計をできるように改修は出来ます。ただし、時間がか

かるため前の使用に戻せるかベンダーと相談したいと思います。また、周知に関してはお知らせの張

り出し等で対応させていただきます。 

    再来受付機の故障に関しては部品の取り換えを手配したので９月 27日に修理予定です。 

    窓口対応については事実確認をし、指導をしていきたいと思います。 

 

 


